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本格的な冬の到来で、降雪・積雪・凍結を原因とした事故が増加します。

○ 今年度も架空線を切断する事故が多数、発生しています。降雪時には架空線が普段よりも見えにくくなり、作

業時の架空線への接触・切断の危険性が更に高まります。平常時から、架空線に対しての明示等をしっかりと行

い、降雪・積雪時の作業に支障が出ないように、作業手順を整理してください。

○ 路上では路面凍結によるスリップ、制動距離の延長、降雪による視界不良等により、ダンプ等の車両による事

故（もらい事故も含む）が発生する可能性が高くなります。路面の状態のチエックや、遠くからでも、作業中であるこ

とが、ダンプ等の工事車両や一般車両に認識できるよう、対策をして下さい。

○ 作業現場では、足場や通路の凍結による転倒・転落事故、コンクリート打設時の練炭養生の際の一酸化炭素

中毒にも気を付けてください。

○ 除雪作業時はk後方の車両や周辺に注意し、構造物等との接触を避け、慎重な運転操作を心掛けるようにし
てください。

○ 構造物等は事前に確認し、降雪時にもわかるように明示を行い、また、排雪時には、降雪により見えにくくなり、

構造物の損傷に注意し、排雪場所も十分に検討してください。

本年は暖冬で、雪が少ないですが、油断していてはいけません。突然の大雪になることもあります。下記に積雪

時期におこった事故事例を掲載いたします。安全対策の参考にしてください。

事例 ２

事故概要

道路上の除雪作業において、右折車線で、雪塊除去

のため、除雪機械を後進させた際、除雪機械後方に停

車していた車両に接触した

事故原因

● 作業手順書の中で除雪機械後進時の安全確認作

業を定めておらず、元請から下請への安全指示が不足

していた

防止対策

● 後進時における後方確認作業を追加した作業手

順を作成し、指示をする

事例 １

事故概要

現場事務所にて、バックホウ（0.45m3級）で除雪作業
（集積された雪山の上での作業）をしていたところ、高さ６

ｍのNTTの架空線一本を切断した

事故原因

● 除雪作業が突発的な作業であった為、架空線の防

護対策が想定されておらず、作業指示に不備があった

● 架空線周辺作業時の注意喚起の措置がされていな

かった

防止対策

● 重機作業時の合図者の配置

● 架空線防護の為の注意喚起の措置（三角旗等）



近畿地方整備局のHPに平成２７年１２月に「工事等事故防止対策における好事例集」を作成し公表しました。ま
た、併せて、昨年３月に事故防止支援対策として掲載した「建設工事事故防止の為の安全対策強化支援について

（H１９～H２５）」について、平成２６年度分を追加しました。
下記にアクセス方法と内容につい公表場所を掲載しますので、現場に於ける工事事故の予防保全に役立てて頂

けたらと思います。

工事等事故防止対策における好事例集

（一部抜粋）

建設工事安全協議会の建設業の各団体の現場に

おける好事例を集めたものです。事故の種類毎に

分類しています。 作業員の工夫事例もございます

ので下請業者への提供もお願いいたします。

建設事故防止のたの安全対策強化支援について

（平成26年度版）（一部抜粋）

直轄工事で過去に発生した事故を活用し、作業内容と

事故要因に対し、各々の事故事例を作成し、どのような原

因で事故が起こったかが解るようになっています。

事故事例や要因・対策を参考にして、事故防止に役立て

て下さい。

クリック

（操作手順）

近畿地方整備局のHP（TOP）から、「企画部」 → 企

画部内のページの「お知らせ情報」 → 追加した資

料にリンクをはっております

※注 □内が追加した資料です。


